
本プログラムは…

市民のみなさんの知恵と力を活かす

“参加”と“協働”によるまちづくり

を実践するうえでの約束事と取り組み方を示しています。この手引書を市民と市

がお互いに共有しながら，市民参加の第一歩として位置づけ，

推進していきます。

調布市 市民参加プログラム
～“参加”と“協働”のまちづくりを進めるために ～

－ 本 編 －



はじめに…
～まず，共通の認識を築きましょう！～



２

市

市民

行政情報

意見交換意見，提案

市民参加と協働の必要性

『市民参加』と『協働』ってなぜ必要？

市民ニーズを反映した

地域性を活かした独自なまちづくり
の実現
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市民が主役のまちづくり



市民参加プログラムにおけることばの使い方

『市民』って誰をさすの？

市内に住所を有する者，市内に勤務する者，市内の学校に通学する者，
市内に事務所または事業所を有する団体等とします。
ただし，市民参加の対象とする施策の内容や採用する市民参加手続によっ
ては，その施策に対して興味や関心のある人を含む等，広い解釈をする場
合もあります。

市内に

住んでいる人

市内に

通学している人
市内に

通勤している人

調布市民とは…
市内の

事務所，事業所
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『“参加”と“協働”によるまちづくり』は，“市が実施すべきこと”にさまざ

まな形態で市民が係わりながら，まちづくりを進めていこうという考え方です。

市のさまざまな行政活動（構想・計画段階から
実施，評価に至るまで）に関して，自らの権利と
義務を自覚しながら意見や考えを述べること。

施策によっては，実際の行動を伴う場合もあり
ます。

参 加参 加

市民・市民活動団体・ＮＰＯ等と市が対等の立場に
立ち，共通の目標に向かってそれぞれの役割と責任を
自覚し，お互いが協力しあって取り組むこと。

なお，意見が異なった時に，お互いの意見を尊重し
合意形成に努めることが協働を進めるうえで重要なこ
とと考えます。

協 働協 働

市
市民

市民

市民市民

市民

市

意見
交換

パートナー
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市民参加プログラムにおけることばの使い方

『市民参加』と『協働』って何？

パートナーシップのルール

①お互いが対等の立場に立つこと

②お互いの自主性を尊重すること

③お互いに相互理解に努めること

④お互いに目的を共有すること

⑤お互いに情報の共有と提供に努めること

⑥お互いに対話の場づくりに努めること

市民・市民活動
団体・ＮＰＯ等



第１章

市民参加手続の実践による
市民参加の推進

市民参加手続による

市民参加の推進



市民参加プログラムにおけることばの使い方

『市民参加手続』って何？

たとえば・・・

６

審議会 委員会 シンポジウム

公開討論会 ワークショップ 公募

アンケート方式 意見提出手続き
（パブリックコメント）

…等

行政活動とは… 構想・計画段階から実施，評価に至るまでの活動のこと

行政活動に，

市民の意見を反映するための

多種多様な市民参加の手法の総称

行政活動に，

市民の意見を反映するための

多種多様な市民参加の手法の総称市民参加の手法の総称



計画づくり 設計・施工 施設運営・管理

例）公共施設ができるまで…

市

市 民

利
用

説
明
会

利用ﾙｰﾙづくり
運営，植栽管理等

に参加

運営者・管理者
等の公募
の実施

旧

これまで

市 民

素材や色の
選択等

ｱｲﾃﾞｨｱ募集
ｺﾝﾍﾟ・ﾜｰｸｼｮｯﾌ等

の開催新

これから

提
案
・
参
加

ｱｲﾃﾞｨｱ募集
ｺﾝﾍﾟ・
ﾜｰｸｼｮｯﾌ等
の開催

●市民と市とが意見等を交わす機会が増え，“市⇒市民”といった一方通行型から

“市⇔市民”といった 双方向型へ変化します！

●議論しながら，市民と１歩１歩進めていきます！

●全庁的に一定のレベルで着実に市民参加が推進できるようになります！

これまでとはどう違うの？

利点

７



市の基本計画等の基本的事項を定める計画等の策定または改定１１

大規模な公共施設の設置に係わる基本計画等の策定及び運営に関す

る方針の決定または変更
５５

市の基本的な条例の制定改廃に係わる案の策定２２

市民に義務を課し，または権利を制限する条例の制定改正に係わる案の策定３３

広く市民に適用され，市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入または改廃４４

以下に掲げる行政活動を実施しようとする時は，

市民参加手続を実践していきます。
ルール

市民参加手続を取り入れるべき

事業・テーマは何？
対象事業

８

※ 上記の５つの場面は、市として市民参加を取り入れなければならない施策・事業とします。上
記以外でも、市民の関心が高いテーマや市民の暮らしに身近なテーマなどに市民参加手続を
実践していく場合があることは言うまでもありません。

１



内容に応じた適切な時期に実施します！

９

施策や事業の性格に

より，一律に定めて

おくのは困難である

ため，内容に応じて

適切な時期に実施し

ていきます。

市民の皆さんからの意見を検討して，行政活動に反映させ
るには，概要が決定してからの参加ではなく，

構想段階 からの参加が大切な場合もあります

参加時期

２



参加の場面
の拡大

市民参加の場面に応じて

機会を拡大していきます！
市民参加を求める場合には多種多様な市民参加手続（６ページを参照）のうちか

ら，できるだけ多くの市民が意見等を提案しやすい方法を選択していくことで，

広範な市民の意見を施策に反映していきます。

委員会方式については，以下に示す約束事のもと、実施をしていきます！特に！

10

多くの市民参加手続は，直接会議等に出向か
なければならないなど，参加していただける市
民にも限りがありました。

（例えば，委員会等の構成員は，学識経験者を
除いては，推薦，団体代表がほとんど）

これまでこれまで

ルール

更に加えて

どのように会議
が行われている
のだろう…

これからこれから

市民がいつでも・どこでも・だれでも参加し
やすい市民参加手続を実施していきます。

たとえば，※意見提出手続（パブリックコメ
ント）は仕事や家事等で多忙な市民も，期間中
であれば意見を述べる機会が増えます！

※詳細は資料編（１５・１６ページを参照
してください。）

３－１
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参加の場面
の拡大

市民参加の場面に応じて

機会を拡大していきます！

○特別な事情がない限り，合理的な範囲で

公募による市民を採用していきます。

○公募及び選考基準は，その都度定めて

いきます。

○選考基準は明確にし，男女比に配慮す

るよう努めていきます。

○地域の様々な立場の市民がメンバーに加わり，多

様な立場から審議等をしていきます。

○同じ人が複数の委員会等のメンバーとして重複や

再任することを避けるなど配慮をしていきます。

○毎年度，委員会等ごとに委員の名簿を作成し，全

庁的なとりまとめを行っていきます。

重複委員を縮小 します２２市民公募委員を拡大 します１１

○会議の開催日程，議題や会議録等を公表し，会議の透明性を高めていきます。

○より多くの市民に会議等を傍聴していただくため，十分に傍聴席を確保し，会議の資料及び傍聴

しやすい時間帯に会議を開催するなど，工夫していきます。

（ただし，審議の内容により，会議の非公開や会議録を公表しないなど，一定のルールを定めていきます。）

会議を公開 します３３

３－２

委員会方式の約束事！
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市民と市と情報を共有するため，

情報を公表します！

市民への適切な情報を提供することにより，

適正な判断と有効な意見・知恵を施策に反映します。

市民参加手続をともなう事業
の実施予定及び実施状況の公表

公表された内容について，事前に

学習するなど，検討のための準

備をします。

市民

＜公表する事項＞
●対象とする内容

●対象としている施策等について，すでに原案がある場合

はその内容

●日時及び場所

●市民参加手続に参加できる市民の範囲と具体的な方法

●その他必要事項

＜公表の方法＞
●市の発行する広報誌

●市の窓口（公共の施設を含む）での供覧または配布

●印刷物，刊行物の配布

●ホームページへの掲載

●ケーブルテレビ・ラジオ等のメディアの活用

●市内の掲示板への掲示

情報の公表

実施予定について，内容が決

定次第なるべく早い段階（可能

な限り年度当初）で公表してい

きます。

市

情報の共有化

４



第２章

市民からの提案等
による市民参加の推進

市民からの提案等による

市民参加の推進



市民参加手続を実施しただけでは，

市民の意見を

十分に把握するのが難しい
場合もあります。

14

日常的に市民意見を把握します！

市の活動に意
見や提案等を
行いたいので
すが…

意見を提案し
たいが、どの
部署に話した
らいいの？

日常的な市民意見日常的な市民意見
の把握の把握

し
た
が
っ
て

具体的な方法

●市長へのはがき

●ふれあいトーキング

●インターネットを利用したメール

●担当窓口（相談窓口含む）へ来

庁または電話

●市民フォーラム・地区協議会等

からの提案 他

市民意見の
把 握

市民参加手続の実践だけでなく，日常的
に市民意見の把握に努め，コミュニケー
ションを図っていきます。

５



提出された意見を収集し，

市民に公表します！

検

討

15

●提案された市民に直接状況を報告

●市の発行する広報誌

●ホームページへの掲載 他

具体的な方法

提出意見の
取り扱い

貴重な意見の取扱い

対

応

結

果

市民からの様々な意見等は、

とても貴重な財産です。

まちの将来像
「みんながつくる・笑顔輝くまち調布」

実現するために ・・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・・

意
見
の
収
集

２ 意見の取り扱い

過程を記録します。

１ 効果的に収集します。

３ 市民に公表します。

６



第３章
市の行政活動における

市民・市民活動団体・ＮＰＯ等との
協働の推進

協働の推進



市民の多様なニーズへの対応市民の多様なニーズへの対応

市民の多様なニーズへの対応は，市のもつノウハウや

人員等の資源だけでは対応できない状況にあります。

市の施策について市民・市民活動団体・ＮＰＯ等と協
働しながら，市とは異なるノウハウや情報，経験・人
材，機動力等をもっており，この力を活用することで，
市民のニーズに応えていくことができます。

なぜ，“協働”の取り組みが必要なのでしょうか？

市の体質改善市の体質改善

高度化・高質化したサービス提供が求められている

中，市民・市民活動団体・ＮＰＯ等と協働すること

により，市と異なる仕事の進め方や考え方等，違っ

た視点からみることができ，職員の意識や事業のあ

り方などを変えていく機会を得ることができます．

効果１ 効果２

協働とは・・

市民・市民活動団体・ＮＰＯ等と市が対等に立ち，共通の目標に向かってそれぞれ

の役割と責任を自覚し，お互いが協力しあって取り組むこと。

協働とは・・

市民・市民活動団体・ＮＰＯ等と市が対等に立ち，共通の目標に向かってそれぞれ

の役割と責任を自覚し，お互いが協力しあって取り組むこと。

17

再度注目



協働パートナーとして，より自立した活動
が可能になるような支援を行っていきます。

協働パートナーとしての知識や活動力を高
めるとともに，組織としての体制を整える
など，協働パートナーとして活躍できる基
盤づくりの支援を行っていきます。

協働パートナーになるための

育成支援
協働パートナーになるための

育成支援
協働パートナーとしての

実践活動を促す支援
協働パートナーとしての

実践活動を促す支援

市として，協働パートナーの育成や協働事業に取り組む意思のある団体を応援します！

◇支援策◇

1.講師・スタッフ等の紹介
2.行政情報の提供
3.活動の場の提供
4.NPO法人等の設立に関する相談

◇支援策◇

1.団体間のコーディネート
2.ボランティア団体等のデータベース
の作成・公表

3.専用ホームページを活用した情報交
換ならびに広報機関誌の作成

18

協働の支援
協働のパートナーに支援します！①７－１



協働の支援
協働のパートナーに支援します！②

協働事業の企画提案の機会づくり
～ より一層活躍できる場面を築くために ～

協働のパートナーの主体性

や自主性を尊重しながら活動

しやすい環境づくりを進めて

いきます。

協働に関する研修・講座等を開催し，職員の協

働に関する理解を深めることにより，さまざま

な場面に応じた企画・提案ができる機会を提供

していきます。

19

７－２

市
市民・市民
活動団体・
ＮＰＯ等

企画・提案

企画・提案



おわりに…
～全庁的な取り組みを定着させるために…～



庁内の推進体制は？

市

＜実施機関＞

●
●
課

△
●
課

●
○
課

◇
◎
課

■
○
課

△
□
課

…

市 民

調布市市民参加推進連絡会
～実施状況に対し，必要な措置を講じる機関～

実施状況
の報告

＜事務局＞
市民参加推進室

意見意見

チェックの
方法等は今
後の課題

広
報
紙

チェック 報 告

21

市報やホームページな
どの情報媒体を活用し，
実践状況に関する情報
を提供していきます。
また，必要に応じて，
意見交換の場を設置し
ていきたいと考えてい
ます。



～ 確実に推進していくために ～

継続的な推進を図るために，定期的に実践状況を確認する方法を検討する必
要があります。行政評価との連動など，チェックシートなどの検討もあわせ
て進めていきます。

実践状況の確認実践状況の確認

実施する担当課によって，異なる認識や実施方法では市民に混乱を招きます。
全ての職員が共通の認識のもと，確実に推進するためには，本プログラムよ
りも詳細な手順や決まりごと等などを明記したマニュアルを作成していきま
す。さらに，この内容を職員に定着させるための研修等も実施していきます。

マニュアルの作成マニュアルの作成

職員間の共通な理解と意識のもとに
推進するために…

職員間の共通な理解と意識のもとに
推進するために…

22
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